
市内８地区の「きずな協働体」の活動やイベント情報を紹介します！

きずな協働体通信
　

東
方
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

で
は
、
校
区
内
の
市
道
の
草
刈
り

作
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
高
齢
化
や
過
疎
化
な

ど
が
進
み
、
草
払
い
作
業
が
出
来

て
い
な
い
道
路
脇
の
除
草
作
業
を

行
い
、
交
通
安
全
の
確
保
を
目
的

に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

が
拡
大
し
て
い
る
影
響
で
、
六
月

灯
祭
り
、
ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー
、
高

山
地
区
盆
踊
り
大
会
、
陰
陽
石
ま

つ
り
な
ど
、
例
年
実
施
し
て
い
る

事
業
が
中
止
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
規
染
者
数
が
、
過
去
最
高
を

更
新
す
る
中
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
や

マ
ス
ク
着
用
、
密
の
回
避
な
ど
の

対
策
を
講
じ
、
出
来
る
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
本
格
的
な
事
業

再
開
に
は
至
っ
て
い
な
い
状
況
で

す
。
し
か
し
、
今
回
の
草
刈
事
業

の
よ
う
に
コ
ロ
ナ
禍
で
も
出
来
る

事
業
を
行
い
、
地
域
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

東方校区内の草刈り作業を行っています
東方校区

まちづくり協議会

令和４年度東方校区内草刈り作業の
様子

第 5 回どろんこ田植えチャレンジの
様子

第 5 回どろんこ田植えチャレンジを開催しました
南校区

まちづくり協議会

　

南
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で

は
、
伝
統
的
な
掛
け
干
し
で
行
う

も
ち
米
づ
く
り
を
通
し
、
自
分
た

ち
で
作
っ
た
作
物
の
お
い
し
さ
と

食
の
あ
り
が
た
み
、
土
地
の
恵
み

を
感
じ
る
こ
と
を
目
的
に
、
南
小

学
校
の
児
童
と
保
護
者
な
ど
が
参

加
す
る｢

第
５
回
ど
ろ
ん
こ
田
植

え
チ
ャ
レ
ン
ジ｣

を
開
催
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
体
験
を
通
し
て
、
児
童

は
泥
の
感
触
を
楽
し
み
な
が
ら
、

田
植
え
の
大
切
さ
と
一
粒
の
お
米

の
大
切
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
今
後
、
収
穫
さ
れ
る
も

ち
米
は
、
年
明
け
の｢

お
ね
っ
こ

祭
り｣

で
使
用
す
る
予
定
で
す
。

　

南
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

は
、「
住
民
自
ら
が
で
き
る
こ
と
」

「
地
区
で
で
き
る
こ
と
」
を
み
ん

な
で
考
え
、
地
域
の
課
題
な
ど
に

柔
軟
か
つ
的
確
に
応
え
る
団
体
と

し
て
こ
れ
か
ら
も
活
動
し
て
い
き

ま
す
。

■企画政策課 ℡ 23‐0456

　

吉
都
線
は
、
鹿
児
島
県
湧
水

町
の
吉
松
駅
か
ら
都
城
市
の
都

城
駅
に
至
る
Ｊ
Ｒ
九
州
の
鉄
道

路
線
で
す
。
小
林
駅
は
大
正
元

年
（
１
９
１
２
年
）
10
月
１
日

に
開
業
し
、
翌
年
に
は
吉
都
線

全
線
が
開
業
。
宮
崎
か
ら
鹿
児

島
や
熊
本
、
博
多
方
面
へ
の
鉄

道
で
向
か
う
重
要
幹
線
と
し
て

機
能
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
在
は
自
動
車
が

普
及
し
た
こ
と
も
あ
り
利
用
者

が
減
少
。
さ
ら
に
肥
薩
線
が
豪

雨
災
害
で
不
通
に
な
る
な
ど
利

便
性
の
低
下
も
あ
い
ま
っ
て
小

林
駅
の
利
用
者
数
は
、
昭
和
59

年
の
１
日
平
均
３
３
０
０
人
を

ピ
ー
ク
に
、
令
和
２
年
に
は
平

均
３
６
６
人
ま
で
減
少
す
る
な

ど
ピ
ー
ク
時
の
１
割
程
度
に
ま

で
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
吉
都
線
の
現
在
の
利
用

者
は
、
８
割
以
上
が
通
学
生
で

す
。
鉄
道
は
地
域
に
あ
る
特
別

な
存
在
で
必
要
不
可
欠
な
交
通

ロ
ー
カ
ル
線
の
存
続
危
機

Ｊ
Ｒ
吉
都
線
が
果
た
す
役
割

手
段
。
移
動
手
段
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
観
光
資
源
と
し
て
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
林
駅
は
ま
ち
づ
く
り

の
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
、整
備
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

気
軽
に
吉
都
線
を
利
用
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
車
窓
か
ら
景
色

を
楽
し
む
こ
と
は
も
と
よ
り
、

沿
線
に
は
温
泉
や
神
社
な
ど
の

観
光
地
も
あ
り
、
魅
力
に
溢
れ

て
い
ま
す
。各
駅
停
車
利
用
で
、

乗
り
換
え
が
１
回
あ
り
ま
す

が
、宮
崎
駅
ま
で
１
６
８
０
円
、

鹿
児
島
中
央
駅
ま
で
２
１
７
０

円
で
す
。

　

利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
団

体
（
８
人
以
上
）
で
の
吉
都
線

利
用
は
運
賃
助
成
制
度
も
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

身
近
な
鉄
道
で
非
日
常
を
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公
共
交
通
の
今
と
「
未
来
」

乗
っ
み
ら
ん
ね 
～
Ｊ
Ｒ
吉
都
線
の
現
状
～
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■社会教育課 ℡ 22‐7912

◆開催日時
10 月 29 日（土曜）　９時～ 20 時
10 月 30 日（日曜）　９時～ 16 時
◆募集内容
絵画、書道、写真、彫刻、陶芸、木工、
手芸、竹細工、パッチワーク、生け花、
盆栽、短歌、俳句など
◆申込締切　10 月６日（木曜）
※短歌・俳句は９月 22 日（木曜）
◆作品搬入
10 月 28 日（金曜）13 時～ 19 時
※生け花の搬入は 21 時まで
◆作品搬出
10 月 30 日（日曜）16 時～ 18 時
10 月 31 日（月曜）９時～ 11 時
●申・問＝社会教育課　℡ 22‐7912
　　　教育部須木分室　℡ 48‐2266

◆開催日時
11 月６日（日曜）　13 時 30 分～（13 時開場）
◆開催日時　小林市文化会館大ホール
◆対象種目
日本舞踊・剣詩舞・民踊などの邦舞踊・フラダンス・
バレエ・ヒップホップ・ジャズダンス創作ダンスな
どの洋舞踊
●問＝小林市文化会館　℡ 23‐7400

◆開催日時
11 月 13 日（日曜）　13 時～（12 時 30 分開場）
◆開催日時　小林市文化会館大ホール
◆対象種目
コーラス・ピアノ・吹奏楽・管弦楽・箏・三味線・民謡・
大正琴・詩吟など
●問＝小林市文化会館　℡ 23‐7400

◆開催日時
10 月 29 日（土曜）　９時～ 17 時
10 月 30 日（日曜）　９時～ 15 時
◆募集内容
絵画、彫刻、写真、書道、手芸、陶芸、盆栽、
生け花など
◆申込締切　10 月 12 日（水曜）
◆作品搬入
10 月 28 日（金曜）13 時～ 18 時
◆作品搬出
10 月 30 日（日曜）15 時～ 17 時
10 月 31 日（月曜）９時～ 12 時
●申・問＝教育部野尻分室
　　　　℡ 44‐1100

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、入場制限、内容の変更または中止となる場合があります。

■小林会場（市民体育館、中央公民館） ■野尻会場（野尻町農村環境改善センター）

※写真は令和元年度の様子

小林市総合文化祭令和４年度
　

今
年
も
芸
術
の
秋
の
シ
ー
ズ

ン
に
小
林
市
総
合
文
化
祭
（
作

品
展
・
芸
能
祭
・
音
楽
祭
）
を

開
催
し
ま
す
。
作
品
展
で
は
市

民
を
対
象
に
出
品
者
を
募
集
し

ま
す
。
小
林
・
須
木
地
区
在
住

の
人
は
小
林
会
場
へ
、
野
尻
地

区
在
住
の
人
は
野
尻
会
場
へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

30 日（日）日（土）、2910 月

日（日）６11 月

日（日）1311 月

市民体育館、中央公民館、野尻町農村環境改善センター

小林市文化会館大ホール

小林市文化会館大ホール

作
品
展

芸
能
祭

音
楽
祭

作品展

芸能祭 音楽祭

団体利用の運賃助
成詳細はこちらの
QR コードから↓


